
 

 入札の際に提出される同種工事の施工実績調書（様式第4号）

に記載する工事については、次の①及び②をいずれとも満たし

ている必要があります。 

①  契約を締結した事実が客観的に確認できる工事であること 

注：コリンズ登録又は契約書(写)等で契約の事実（件名、発注元、

工期、契約額等）を確認できる工事に限ります。 

②  施工内容が確認できる工事であること 

注：コリンズ登録又は発注者作成の設計書等で、工事の施工内容

を確認できる工事に限ります。 

 

 なお、公告文で求めている施工実績が「平成〇年４月１日以

降に官公庁等発注の土木一式工事の元請として予定価格の３割

以上の金額の施工実績、及び官公庁等発注の汚水における下水

道工事を元請で行った施工実績」となっている場合の『汚水に

おける下水道工事を元請で行った施工実績』については、上記

①及び②のほか、下記③の要件を満たしている必要があります。 

③  雨水関連施設の工事ではないこと 

注：雨水幹線(管渠)築造工事又は雨水貯留池築造工事については、

土木一式工事の施工実績とは認めますが、汚水における下水道

工事の施工実績とは認めません。 

 

※  施工実績として認められない工事を記載した場合は、その

入札は無効となりますのでご注意ください。 


